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し、

再

刊

に

よ

せ

て

山
ま
れ
た
以
上
ル

-Wム
ー
と
し
て
枕
り
広
げ
り
れ
た
光
人
叶
止
め
少
ら
は
、

刊
行
て
か
ら

の
山
祁
あ
る
ト人
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昨
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、
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そ
し
て
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中
地
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木
氏
航
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中山
叫
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」
し
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弘
法
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的
に
符
均
し
、

日
に
日
に
そ
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抗
を
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食

勺
て
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ま

う
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似
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よ
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な
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川
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れ
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た
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う
て
、

そ
札
か
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光

の
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川
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ウ
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そ
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川
以
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川
ら

か
に
し
つ
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あ
る

「
尚
一

の
しし
ム
ー
に
な
る
と
お

り
に
、
山
一
ょ

の
バ 

て

い
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いづ
川
は
光
人
庄
の
伐
し
た
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ま
さ
に
引
汗
止
の
パ仁

む

の
も

の
と
し
立
が
ら
、
そ
の

保
介
、
と
「
川
川
に
努
め
な
け
れ
ば
立

ら
な

こ
の
度
、
山
川

の

る

私
述
は

こ
の
い
え
化
遺
泌
を
し
か
と
似
円

「
三
味
町

の
丈
化
財
」

に
伐

つ
か
の
文
化
財
を
川

え
て
内

刊

の
辺
ひ
に
な

勺
た
。

こ
れ
が
地
域
に
似
判
ご
し
た
三
味
教
育

め

後
ろ
前
と
し

て
学
校
教
行
ゃ
れ
会
教
打
に
大

い
に
川
か
さ
れ
郷 
1

文
化

の
伝
本
と

人
間
形
成
に
広
く
下
山
開
き
れ
ん
こ
と
を
切
叫
し
す
る
も
の
で

中め
づhv
o 





県指定文化財 






北
側
の
も
の
は
地
上
五
五
セ
ン
チ
で
の
幹
聞
が
八
八
セ
ン
チ
そ
の
上
部
に

表
門
神
社
の
石
鳥
居

こ
の
鳥
居
は
春
日
型
で
全
体
の
構
成
い
か
直
線
的
に
作
ら
れ
、
反
り
の
少
な
い
笠
木
、

島
木
の
両
端
は
垂
直
一に
切
ら
れ
て
い
る
基
礎
上
に
建
て
ら
れ
、
一
見
転
び
の
認
め
ら
れ

な
い
太
い
円
柱
は
、
双
方
と
も
中
辺
で
接
合
さ
れ
、
そ
の
幅
柱
真
々
二
・
五
七
メ
ー
ト

ル
に
対
し
、
鳥
居
の
総
高
二
・
六
四
メ
ー
ト
ル
と
い
う
、
全
く
後
世
の
造
建
と
は
解
さ

れ
な
い
背
の
低
い
安
定
感
に
富
ん
だ
造
構
で
あ
る
。

柱
上
に
ム
口
輪
を
添
え
た
点
、
春
日
鳥
居
と
し
て
は
規
格
外
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
も

模
を
欠
く
な
ど
新
し
い
要
素
が
僅
か
な
が
ら
混
在
す
る
。

元
来
ム
口
輸
は
柱
の
上
部
か
ら
侵
き
れ
る
腐
食
防
止
の
た
め
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
必

要
と
し
な
い
石
造
で
は
、
こ
の
様
式
の
残
存
が
た
ま
た
ま
、
柱
と
島
木
と
の
調
和
保
持

の
用
へ
と
転
移
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
雄
大
な
木
割
帽
に
対
す
る
背
の
低
い
こ
と
、
直
立
に
近
い
柱
、
島
木
笠
木
の
先

端
の
切
り
方
な
ど
一
種
の
風
格
を
存
し
た
逸
作
で
造
建
は
鎌
倉
時
代
、
材
は
安
山
岩
で

時
鳥居

あ
る
。 

石
田
『
J

、
;

社の

瀬
桑
の
親
株

神日
1表

赤
木

根
周
り
九
八
セ
ン
チ
地
上
三
六
セ
ン
チ
の
部
位
で
二
校
と
な
り
、
北


側
の

一
枝
は
そ
の
幹
囲
四
二
セ
ン
チ
南
側
の
一
枝
は
幹
囲
四
=
一
セ
ン
チ


で
そ
の
樹
高
は
約
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。


青
木

南
側
の
も
の
は
根
回
り
六
六
セ
ン
チ
地
上
六
八
セ
ン
チ
の
位
置
に
こ
ぶ

が
あ
り
、
そ
の
部
位
で
の
幹
聞
は
六
二
セ

ン

チ

高

さ

は

約
三
一
メ
ー
ト
ル

五
0
セ
ン
チ
で
あ
る
。
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一瀬桑(赤木)

て
幹
凶
凹 
0
セ
ン
チ
大
の
ご
一
枚
に
分
か
れ
て
い
る
。
樹
高
は
約
四
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。

一
ノ
瀬
桑
の
由
来

明
治
三
十
一

年
ご
ろ
旧
上
野
村
川
浦
の

一
瀬
益
吉
が
、
中
巨
摩
郡
田
富
村
(
旧
忍
村
)

の
桑
首
業
者
か
ら
購
入
し
た
桑
苗
(
品
種
鼠
返
し
)
の
う
ち
か
ら
、
本
来
の
鼠
返
し
と
は

異
っ
た
性
状
良
好
な
る
固
体
を
発
見
し
、
こ
れ
を
原
苗
と
し
た
。
代
出
苗
を
繁
殖
母
体

と
し
て
自
己
の
桑
園
を
造
成
す
る
と
と
も
に
村
内
と
近
村
に
も
配
布
し
た
。

大
正
五
年
に
行
わ
れ
た
、
西
八
代
郡
農
会
主
催
第
一
回
桑
園
口
問
評
会
に

一
瀬
氏
の
桑

園
が
桑
の
収
量、

葉
質
と
も
に
抜
群
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
同
年
の
大
日

本
蚕
糸
会
山
梨
支
会
主
催
「
第
三
回
蚕
糸
品
評
会
」
に
お
い
て
も
、
優
等
賞
が
下
賜
さ

れ
養
蚕
界
の
注
目
を
浴
び
る
に
至
っ
た
。

一
瀬
氏
に
よ

っ
て
選
出
さ
れ
た
こ
の
桑
苗
に
性
状
が
い
く
分
異
な
る
二
つ
の
種
類
が

あ
っ
た
。

一
つ
は
条
(
枝
)

の
伸
長
が
柑
長
く
、
古
条
(
秋
期
落
葉
後
の
枝
)
が
青
い
灰
色
を

帯
び
、
他
の
一
つ
は
条
長
が
知
か
い
半
面
、
葉
の
着
生
が
密
で
、
古
条
の
色
は
赤
味
を

帯
び
て

い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
前
者
を
白
鼠
、
後
者
を
赤
鼠
と
呼
ん
で
い
た
が
、
後
に
二
瀬
桑
」

と
命
名
さ
れ
て
か
ら
は
、
白
鼠
を
一
瀬
の
青
木
、
赤
鼠
を
亦
木
と
呼
び
変
、
手
わ
れ
る
こ

と
に
な

っ
た
。

「
一
ノ
瀬
」
の
命
名
は
選
出
者
の
一
瀬
の
姓
を
そ
の
ま
ま
一
泊
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
国

的
に
普
及
さ
れ
る
に
孟

っ
て
、
農
林
省
は
全
国
の
共
通
名
を
「
一
ノ
瀬
」
と
す
る
こ
と

に
統
一
し
た
が
、
本
県
で
は
前
記
の
蚕
糸
品
評
会
の
き
い
「
一
瀬
桑
」
と
し
て
出
品
さ

れ
た
こ
と
か
ら
現
在
に
お
い
て
も
「
一
瀬
桑
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。 
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藁王寺のオハツキ

イチョウの雄株

薬
王
寺
の
オ
ハ
ツ
キ


イ
チ
ョ
ウ
の
雄
株


山
梨
は
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ

ョ
ウ
の
宝
庫
て
あ
り
、
葉
「
に
村
〆
寸
を
つ
け
る
雌
株
は
八
本

ほ
ど
見
つ
か
っ
て
い
て
、
そ
の
う
ち
身
延
町
下
山
の
土
沢
寺
の
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
は

明
治
二
十
四
年
七
月
、
白
井
光
太
郎
博
士
に
よ
っ
て
葉
上
に
種
子
の
で
き
る
事
実
を
こ

の
水
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
学
界
に
紹
介
さ
れ
た
木
で
、
そ
の
降
り
の
本
国
寺
の
オ
ハ

ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
と
と
も
に
昭
和
四
年
四
月
、
国
指
定
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。

業
上
に
お
を
つ
け
る
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
の
雄
株
は
、
同
町
上
八
木
沢
(
前
記
上
沢

寺
の
富
士
川
の
対
岸
)
の
山
神
社
の
境
内
に
あ
り
、
明
治
二
十
九
年
四
月
十
七
日
、
藤

井
健
次
郎
博
士
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、
こ
れ
も
珍
奇
な
も
の
と
し
て
広
く
欧
米
の
学
界

に
紹
介
さ
れ
、
昭
和
十
五
年
七
月
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
。
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ

ョ
ウ
の
雄
株
で
指
定
き
れ
た
も
の
は
こ
の
木
だ
け
で
あ
る
。

こ
こ
薬
王
寺
に
あ
る
オ
ハ
ツ
キ
イ
チ
ョ
ウ
の
雄
株
は
、
山
神
社
の
境
内
に
あ
る
木
に

つ
い
て
二
番
目
に
発
見
さ
れ
た
木
で
あ
る
。
発
見
者
は
三
珠
町
誌
の
編
集
に
た
ず
さ
わ

っ
て
い
た
山
梨
植
物
同
好
会
々
長
の
秋
山
樹
好
先
生
で
、
発
見
当
時
(
昭
和
五
十
一
年
)

の

「植
物
採
集
ニ
ュ

ー
ス
し
に
も
掲
載
さ
れ
た

こ
の
木
は
寺
の
境
内
の
南
西
側
に
あ
り
、
根
本
の
周
囲
四
メ
ー
ト
ル
一 

0
セ
ン
チ
、

目
通
り
幹
困
三
メ
ー
ト
ル
七 
0
セ
ン
チ
、
枝
張
り
東
七
メ
ー
ト
ル
。
西
九
メ
ー
ト
ル
。

南
六
メ
ー
ト
ル
、
北
六
メ
ー
ト
ル
五 
0
セ
ン
チ
、
樹
高
一
六
メ
ー
ト
ル
で
か
な
り
の
大

木
で
あ
る
。日
約
の
数
が
多
い
葉
ほ
と
変
形
が
著
し
く
、
葉
も
小
さ
く
な
る
。
ま
た
お
を

つ
け
た
葉
は

一
枚

一
枚
落
ち
る
の
で
は
な
く
、
葉
と
雄
花
と
お
を
つ
け
た
葉
と
が
叢
生

し
た
ま
ま
落
ち
て
く
る
の
で
あ
る
。 
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コップガヤ

表
門
神
社
の
コ
ツ
ブ
ガ
ヤ

根
廻
り
三
一
・
一
メ
ー
ト
ル
、
樹
高
約
一
九
・
五
メ
ー
ト
ル
、
目
通
り
幹
困
二

・
三
メ

ー
ト
ル
、
枝
下
三

・
五
メ
ー
ト
ル
、
校
張
は
東
六
・

六
メ
ー
ト
ル
、
西
六

・
三
メ
ー
ト
ル
、

南
七
・
六
メ
ー
ト
ル
、
北
五
・
四
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

こ
の
特
色
は
肢
条
が
密
生、

葉
は
一知
小
で
先
端
は
鈍
で
母
粁
(
基
本
種
)
ほ
ど
鋭
く

な
い
。
最
大
の
特
徴
は
寸
コ
ツ
ブ
カ
ヤ
」
と
同
定
さ
れ
る
重
要
な
決
め
て
と
な
る
静
子

か
極
め
て
少
な
い
点
に
あ
る
。
下
幹
部
の
南
側
に
多
少
の
腐
れ
は
あ
る
が
、
樹
勢
は
す

こ
ぶ
る
旺
盛
で
、
ま
た
よ
く
実
を
つ
け
る
。 
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大 塚 古 演

三
珠
町
大
塚
、
北
原
古
墳
群
中
の
一
基
。
前
方
後
円
墳
で
あ
る
が
、
帆
立
貝
式
古
墳

と
み
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
周
囲
を
削
平
さ
れ
て
い
る
が
、
現
状
で
は
全
長
田 
0
メ

ー
ト
ル
、
後
円
部
径
三
五
メ
ー
ト
ル
で
、
後
円
部
の
高
さ
は
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

前
方
部
石
室
よ
り
鈴
釧
、
六
鈴
鏡
、
短
甲
、
桂
甲
小
札
類
、
直
刀
、
小
札
類
、
鉄
微

な
ど
の
副
葬
品
が
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
後
円
部
に
お
い
て
も
竪
穴
式
石
室
が
存
在
す

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

前
方
部
の
石
室
は
全
長
三
メ
ー
ト
ル
、
幅 

、
八
メ
ー
ト
ル
程
で
、
床
面
に
は
赤
彩

さ
れ
た
小
石
が
敷
か
れ
て
い
る
。

通
常
、
前
方
後
円
墳
で
は
後
円
部
に
石
室
が
築
か
れ
る
が
、
本
古
墳
の
よ
う
に
前
方

部
に
も
石
室
が
築
か
れ
る
例
は
珍
し
い
。

墳
丘
か
ら
は
葺
石
、
円
筒
埴
輪
、
土
師
器
、
須
恵
器
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

墳
丘
周
辺
の
畑
で
の
試
掘
調
査
に
よ
っ
て
周
溝
の

一
部
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
に
よ
れ
ば
本
来
の
全
長
は
五 
0
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

O

大

塚

古

墳
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鈴釧・六鈴鏡

主令

釧|

大
塚
古
墳
出
土
資
料
一

括
七
三
九
点

本
体
長
径

一
回
、
六
セ
ン
チ

ン
チ
×
五
セ
ン
チ

短
径

一
、
五
セ
ン
チ

内
径
七
、
六
セ

六
鈴
鏡


桂

甲


短

甲


直

万

す

べ

て

欠

損

品

最

低

五

振

身

幅

は

約

四

セ

ン

チ

馬
具
鉄
製
楕
円
鏡
板
付
き
轡
の
破
片

鉄

鍛

玉

類

埴

輪

土

師

器

須

恵

器

大
塚
古
墳
は
、
三
珠
町
大
塚
北
区
北
原
に
所
在
す
る
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。
か
つ
て
、

鏡
、
万
剣
が
出
土
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
現
在
所
在
が
不
明
で
あ
る
。

前
方
部
か
ら
発
掘
さ
れ
た
遺
物
は
、
耕
作
時
に
発
見
さ
れ
た
六
鈴
鏡
、
直
万
を
含
め
、

石
室
内
に
遺
存
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
出
土
品
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
甲
胃
、
万
剣
な
ど
に
見
ら
れ
る
軍
事

的
要
素
と
鈴
釧
、
六
鈴
鏡
に
見
ら
れ
る
呪
術
的
要
素
が
併
存
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

な
お
、
本
古
墳
の
年
代
は
五
世
紀
末
あ
る
い
は
六
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。 

径
一

一
、
四
五
セ
ン
チ
鈴
径

一
、
九
五
セ
ン
チ

長
さ
七
セ
ン
チ
弱
幅
三
一
セ
ン
チ
弱
の
も
の
が
多
い

高

前

胴

高

三

三
セ
ン
チ
後
胴
高
四
一
セ
ン
チ

幅
前
胴
押
付
板
部
二
九
セ
ン
チ
後
胴
押
付
板
部
四
八
セ
ン
チ
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表門神社(神楽殿)

表門神社(本 殿)

ウ
ガ
ノ
一
タ
ヲ
ノ
、
コ
ト

表
門
神
社
は
、
印
叫
神
社
あ
る
い
は
市
川
文
珠
と
も
称
さ
れ
、
延
喜
式
内
社
で
由
緒

一て
 

τ考
ノ

ミ
ヲ
ト

あ
る
神
社
で
あ
る
。
祭
神
は
天
昭
…
大
神
、
倉
稲
魂
命
、
理
々
杵
ム
叩
の
三
神
で
あ
る
。

〔
本
殿
〕

「甲
斐
国
志
」
に
は
、
永
保
年
間 

(
一 

八
一 

凹
)
を
初
め
と
し
て
数
固
め
造
営

記
録
が
あ
る
が
、
現
在
の
建
物
は
棟
札
に
よ

っ
て
一
疋
禄
八
年

(
一
六
九
五
)
の
建
立
で

あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

本
殿
は
三
聞
社
流
れ
造
り
で
、
今
は
銅
板
で
覆
わ
れ
て
い
る
が
当
初
は
槍
皮
葺
き
で

あ
る
。
罫
同
・
脇
陣
子
手
狭
等
に
獅
子
鶴
・
鳳
風
等
の
動
物
の
彫
刻
が
精
巧
に
施

さ
れ
た
う
え
彩
色
が
な
さ
れ
、
正
面
扉
に
は
金
箔
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

棟
札
に
は
大
工
と
う
り
ょ
う
、
石
川
久
左
衛
門
家
久
わ
き
大
工
同
五
郎
左
衛
門
重
良

と
記
さ
れ
て
お
り
、
下
山
大
工
の
作
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

文
化
十
五
年

二

八
一
入
)
に
屋
恨
替
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
他
に
大
き
な
改
変

部
分
は
な
く
、
当
初
の
形
態
を
よ
く
残
し
た
江
戸
中
期
を
代
表
す
る
建
造
物
で
あ
る
。 

〔
神
楽
殿
〕


本
殿
と
同
じ
く
一児
株
八
年
の
造
立
で
あ
る
。
こ
の
時
に
今
も
残
る
拝
殿
・
随
神
門
・鳥


居
も

一
緒
に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
境
内
の
景
観
を

一
新
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。


正
面

一
問
、
側
面
一
問
、
切
妻
造
指
皮
一件 
(現
在
銅
板
葺
)
の

こ
の
建
物
は
木
山
界
の

ぬ
紋
や
形
態
を
み
る
と
本
殿
と
同

一
で
あ
り
、
同
時
期
の
建
物
で
あ
る
こ
と
が
は

っ
き

り
わ
か
る
。O

O

何
年
二
月
第

一
日
曜
日
(
以
前
は
二
月
第
一
の
酉
の
日
)
の
例
祭
に
は
、
こ
の
神
楽

殿
て
約
九 

年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
。
町
指
定
文
化
財
「太
々
神
楽
」
が
奉
納

さ
れ
る
。

O

j

表

門

神

社
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光勝寺の仁王門

仁
王
門
は
、
梁
行
二
問
、
桁
行
三
刷
ヰ
の

光
勝
寺
の
仁
王
門

イ
九
本
辺
住
築
て
あ
る
。
一

問
中
寸
の
参
道

を
は
さ
み
、 

に
仁
七
尊 

(金
剛
力
士
像
)
が

一
休
づ
っ
・安
置
さ
れ
て
い
る 

人
宅
川
力
ト
像
は
、
木
造
の
街
木
造
立
像
で
、
身
体
ぷ
色
、

上
下
身
保
の
力
上
が
川
を

張
リ
、
腕
に
力
を
泌
ら
せ
、
衣
装
を
な
び
か
せ
、
悠
っ
た
版
光
と
海
リ
上
が
る
筋
肉
が

隆
々
と
し
て
写
実
の
妙
を
示
し
て
い
る
。

右
側
は
阿
像 

(閉
口 
)
木
造
の
宏
司
木
造
立
像
で
像
一
日
刊
は
二
一

四
セ
ン
チ
、
右
手
は
聞

き
伏
せ
、

左
手
は
一二
股
杵
を
似
り
上
げ
、
顔
は
右
側
を
向
い
て
い
る
。

左
側
は
、
件
像 

(閉
口
)
木
造
の
寄
木
造
立
像
。
像
高
は
二
二 
0
セ
ン
チ
、
光
背
含

む
高
さ
は

二
二
八
セ
ン
チ
で
、
右
手
は
肩
の
前
で
聞
き
左
手
は
握
り
伏
せ
、
顔
は
左
側

を
向
い
て
い
る
。

南
村
の
宝
俵
印
塔

答
の

一
種
で
、
基
檀
の
上
に
方
形
の
塔
身
を
置
き
、
上
に
宝
形
造
り
の
段
状
の
笠
石

(屋



根
)
を
置
き
、
相
輸
を
立
て
笠
石
の
四
隅
に
隅
飾
り
の
突
起
が
あ
る
の
が
特
徴
で
塔
身


の
四
面
に
は
仏
菩
薩
を
標
示
す
る
究
字
な
ど
を
刻
む
桂
子
が
あ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。


こ
の
塔
は
現
高
凹

・
二
メ
ー
ト

ル
に
及
、
山
大
き
な
も
の
で
、
天
明
二
年
九
月
(
一
七


八
二
年 
)
に
念
仏
講
中
五
十
三
人
の
発
願
で
、
惣
村
中
が
地
主
と
な
っ
て
建
立
さ
れ
た


も
の
で
あ
る
。

聞
い
た
も
の
に


形
式
と
し
て
通
例
な
も
の
で
な
く
、
犬
き
な
笠
が
は
川
身
全
体
を
縦
、っ



な
っ
て
い
る
。


出
川
身
も
れ
を
は
さ
み
上
下
二
印
に
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
塔
身
の
凡
輪
に
当
た
る


部
分 

(何

f
一
に
は
忙
千
は
な
く
主
佳
印
塔
の
文
・九
十
が
刻
ま
れ
て

い
る
  

L

z
h

仰
と
引
け
、
新
屯
な
と
の
彫
刻
も
や
犬
し
く
、
全
体
的
に
調
和
の
と
れ
た
宏
之
は
ん
の
あ

る
常
々
た
る
は
川
で
あ
ゐ

H

c

c
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熊野神社の狛犬� 

熊
野
神
社
の
狛
犬

こ
の
神
社
の
本
殿
前
に
あ
る
一
対
の
石
造
狛
犬
(
こ
ま
い
ぬ 
)は
、
前
足
が
折
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
も
と
那
知
社
に
あ

っ
た
も
の
で
「
応
永
十
二
乙
酉
二
月

一
日」

(一

因

。
五
)
の
刻
銘
を
も
ち
、
年
号
を
は
さ
ん
で
右
に
「
大
公
性
見
」
左
に
「
小
公
藤
二
良

と
一ぶ
さ
れ
て
い
る
。
高
さ
一
尺
三
寸
余
(囚
二
セ
ン
チ
余
)
硬
質
な
安
山
岩
製
、
一
見
は

な
は
だ
古
風
な
こ
の
狛
犬
は
前
足
を
前
に
張
り
、
顔
を
正
面
に
向
け
て
突
っ
立
つ
東
大

寺
式
の
も
の
と
は
相
違
し
て
、
体
を
前
方
に
ぐ
っ
と
乗
り
出
し
た
形
態
は
む
し
ろ
犬
に

近
い
、
顔
面
の
様
子
と
い
い
、
極
度
に
太
い
前
脚
と
い
い
、
粗
削
り
の
感
が
あ
る
。
し

か
し
首
に
垂
れ
毛
、
尾
の
盛
り
上
が
っ
た
旋
毛
の
具
合
な
ど
か
ら
、
笑
え
な
い
古
拙
へ

の
親
し
み
が
わ
く
。

古
い
時
代
の
も
の
は
、
そ
の
例
少
な
く
熊
野
神
社
の
狛
犬
は
、
在
銘
遺
品
と
し
て
は

全
国
的
に
も
屈
指
の
も
の
で
あ
る
。
東
大
寺
の
石
獅
子
を
へ
だ
た
る
こ
と
約
三
百
年
、

こ
の
間
に
日
本
化
さ
れ
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
別
系
統
と
見
る
べ
く
、
狛
犬
の
原

始
型
を
知
る
上
に
重
要
な
遺
物
で
あ
る
。
「
大
公
性
見
」
「
小
公
藤
二
良
」
は
こ
れ
を

作
っ
た
「
大
工
」
を
「
大
公
」
と
書
き
「
小
工
」
を
「
小
公
」
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ

れ
は

「石
工
」
を
「
石
巧
」
と
記
し
た
天
明
二
年
の
長
目
白
院
の
宝
匡
印
塔 

(南
区
)
と

同
様
で
あ
ろ
う
。
木
造
建
築
に
限
ら
ず
、
金
属
工
芸
で
も
、
石
造
美
術
関
係
で
も
同
じ

こ
と
で
あ
る
が
、
製
作
者
を

「
大
工
」

と
い
い
、
そ
の
も
と
に

「小
工
」
が
あ
っ
て
実

際
の
仕
事
に
当
た
っ
た
場
合
が
多
い
。

上
述
の
ご
と
く
、
狛
犬
の
原
始
型
で
あ
り
、

し
か
も
在
銘
と
し
て
は
わ
が
国
屈
指
と

い
う
点
後
世
に
伝
え
た
い
逸
品
で
あ
る
。

(山
梨
県
政
六
十
年
誌
か
ら

10 



干手観世音菩薩像(中央)
不動明王像(右側)

毘沙門天王像(左側)  

不
動
明
王
は
、
木
造
の
計
木
造
改
像
千
手
観
世
音
菩
尚
像
の
向
か

っ
て
右
側
に
脇
待

と
し
て
安
世
し
て
あ
る
。
像
高
は
七

0
セ
ン

チ
、
ム
川
岳
、
光
背
八
百
む
、
高
き

一一

八
セ

千
手
観
世
音
菩
薩
像

縦
刊
日
出
口
尚
仰
は
、
十
小
山
内
汚
水
叶 

げ
ム
保
、
保
川白川

川
六
セ
ン
チ
、

一ー
郎

必

佐
十
~
怖
い 

川川さ
川 
0
セ
ン
チ
て
、
同
部
に
卜
山
川
の
飢 

像
を
川
下
、
ん
十
付
に
間
六
円
を
布
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の 

に
仏
の
知
止
を
札
わ
す
仏
川
パ
を
い
っ

不

動

明

王

像

ン
チ
て
、
右
手
に
は
剣
、
左
手
に
は
羅
索
を
持
つ
。

毘
沙
門
天
王
像

見
沙
門
天
-
ト
像
は
、
木
造
の
寄
木
造
立
像
で
あ
り
、
千
手
観
世
音
菩
薩
像
の
向
か
っ

て
左
側
に
脇
侍
と
し
て
安
置
し
て
あ
る
。
像
山
は
七
七
セ
ン
チ
、
台
座
光
背
含
む
古同
き

一
-
凹
セ
ン
チ
で
、
右
手
に
は
宝
除
、
左
手
に
は
宝
培
を
持
ち
、
日
比
下
に
は
悪
鬼
を
踏

み
つ
け
て
い
る
ο 

T
T

I

F

U
L

A
V
H

J
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十

薬師踏璃光如来像(申央)

日光菩薩像(右側)
月光菩薩像(左側)

十二神将像

月 日

光

神

将

像

像
は
間
口
二
門
奥
行
三
門
の
瓦
ぶ
き
で
あ
り
、
堂
内
に
安
置
し
て
あ
る
十
二
神
将
は

十
二
体
あ
る
が
手
足
に
損
傷
が
あ
り
又
持
ち
も
の
の
武
器
等
破
損
し
て
い
る
が
は
ほ
完

全
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

薬
師
瑠
璃
光
如
来
像

毘
沙
門
天
王
像
同
様
像
は
間
口
二
門
'
奥
行
三
門
の
瓦
ぶ
き
堂
内
に
安
置
し
て
あ
る
薬

師
如
来
像
は
顔
面
の

一
部
が
煩
傷
あ
る
。

薬
師
如
来
像
の
台
座
の
裏
に
は
、
朱
墨
で
元
禄
の
年
号
と
数
名
が
今
日
も
判
読
出
来

る
。
ヌ
メ
の
所
に
行
基
作
の
銘
も
あ
る
。

伝
説
に
よ
る
と
元
禄
十
二
年
九
月
八
日
県
下
大
洪
水
で
神
金
村
(
現
在
塩
山
市
)
雲

峰
寺
の
境
内
の
薬
師
堂
が
倒
壊
し
洪
水
の
た
め
流
失
し
旧
上
野
村
字
矢
作
の
矢
作
田
へ

流
入
し
た
の
を
当
時
の
人
々
が
引
き
揚
げ
仏
像
の
為
禅
田
口
寺
に
杷
り
現
在
に
至
っ
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

菩

薩

像

光

菩

薩

像

脇
師
の
日
光
・
月
光
菩
薩
に
神
将
は
江
戸
末
期
、
京
都
の
仏
師
よ
り
購
入
し
た
と
伝

え
て
い
る
。

日
光
歪
口
薩
像
は

月
光
菩
薩
像
は

木
造
寄
木
造
立
像
で
像
高
七 
0
セ
ン
チ
で
あ
る
。

木
造
寄
木
造
立
像
で
像
高
七
七
セ

ン
チ
で
あ
る
。
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文 昧 圃 像

絵 馬

伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
白
河
天
皇
水
保
元
手
商
年 
(
一 

八

二
主
上
が
御
病
気
で、

大
法
秘
法
、
ぬ
(
薬
医
術
も
そ
の
効
な
く
た
い
へ
ん
な
御
な
や
み
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど

そ
の
こ
ろ
市
川
の
神
主
が
上
京
中
で
あ
り
、
洛
中
で
占
い
の
評
判
が
高
か
っ
た
の
で
、

御
所
に
召
し
出
さ
れ
て
、
占
い
を
申
し
あ
げ
祈
念
す
る
と
、
た
ち
ま
ち
御
病
気
が
平
癒

せ
ら
れ
た
の
で
、
叡
感
斜
な
ら
ず
、
後
日
社
頭
末
社
に
至
る
ま
で
御
造
営
下
さ
れ
、
ま

た
弘
法
大
師
作
と
い
わ
れ
る
究
字
で
書
い
た
文
珠
菩
薩
の
画
像
を
い
た
だ
い
た
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
以
後
こ
の
神
社
名
が
表
門
神
社
と
い
う
よ
り
「
お
も
ん
じ
」

さ
ん
の
方
が
一
般
の
人
た
ち
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

文
珠
は
本
来
仏
教
の
「
文
殊
師
利
菩
薩
し
の
略
称
で
、
常
に
釈
迦
の
左
脇
に
侍
し
て

智
恵
、
智
識
を
司
り
、
右
に
侍
す
る
普
賢
菩
薩
と
い
っ
て
こ
れ
を
普
通
釈
迦
三
尊
仏
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
知
戸
識
、
学
問
勉
強
と
い
う
こ
と
で
庶
民
信
仰

に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
画
像
は
紺
地
に
金
泥
で
描
か
れ
、
線
の
所
は
林
凡
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
極
め

て
小
さ
い
林
凡
字
で
あ
る
た
め
何
経
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

八
ノ
宮
遺
物
の
絵
馬

絵
馬
は
通
常
、
神
社
仏
閣
等
に
馬
の
絵
を
書
い
て
奉
納
し
た
こ
と
か
ら
名
が
出
た
も

の
で
あ
る
が
、
薬
王
寺
の
絵
馬
は
特
大
の
も
の
で
絵
馬
と
い
う
よ
り
は
壁
画
を
思
わ
せ

る
ほ
ど
大
き
な
も
の
で
、
縦
二

・
五

メ

ト

ル

横

二

・
瓦
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
雄
大
な

も
の
で
あ
る
。
一
一
面
の
う
ち
向
か

っ
て
右
の
も
の
は
拾
が
は
げ
落
ち
て
い
る
。

O

文

珠

画

像
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# 
包.

恥胸醐世

相退，.1) 

• 

絵 巻 物

絵

巻

物

こ
の
絵
巻
物
は
、
前
記
入
ノ
宮
の
遺
作
で
あ
り
、
墨
絵
で
青
墨
を
用
い
て
庭
園
の
配

置
等
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
石
の
配
置
、
池
の
形
、
そ
の
石
の
名
は
仏
教
の
四
天
王

を
配
す
る
等
、
古
庭
園
の
布
置
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
中
に
書
い
て
あ
る
文
は
お
家
流

で
中
々
読
み
下
し
難
い
が
次
の
よ
う
で
あ
る
。

法
親
自
主
良
澄
{
女
通
ノ
御
所
ニ
ス
エ
サ
セ
給
図
、
と
し
て
日
本
式
庭
園
の
石
の
配
置
図

が
描
い
て
あ
り
、
そ
の
聞
に

人
皇
八
十
六
代
後
堀
河
の
帝
は
守
貞
親
王
の
皇
子
、
御
治
世
は
十
一
年
に
し
て

く
ら
い
を
ゆ
づ
ら
し
た
ま
ひ
を
な
じ
く
八
十
七
代
の
皇
子
四
条
の
院
み
こ

と
の
が
、
堀
河
先
帝
ハ
和
歌
の
道
に
み
こ
こ
ろ
を
よ
さ
せ
給
ひ
し
に
よ
り
は
じ

め
て
景
を
、
つ
つ
し
、
い
し
を
つ
み
口
む
ら
き
め
の
前
庭
と
し
給
し
可
哉

自

是

い
し
に
お
も
て
を
つ
け
さ
せ
給
ひ
又
は
三
蔵
石
と
も
五
行
と
も
八
十

一
石
と
も
二
十
八
宿
と
も
又
は
七
星
石
と
も
な
づ
け
給
ひ

を
く
に
国
師
の
い
わ
く
、
名
あ
・
っ
て
か
た
ち
な
し
、
千
返
(
変
)
万
花
(
化
)

と
の
た
ま
ひ
ぬ

良
純
親
皇
様
が
再
び
京
に
お
帰
り
に
な
っ
た
ら
、

自
分
の
お
住
居
の
御
所
安

通
院
に
理
想
の
庭
園
を
え
が
か
れ
た 

(計
画
)
も
の
と
思
考
せ
ら
れ
る
。 
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‘

一

一 

、 
1

、
、
、
、
、
ー
ド
、

セ
ン
チ
、
仙
一

一
間

0
セ
ン
チ
て
、
川
り
ん
け
せ
た
和
初
に

川
の
虻
色
を
別
い
て
大
坂
村
松
川
が
川
か
れ
て
い
る
ん 

M

土 

ー
で
い 

た
い
ん
ま
よ
い

れ 

折
目
が
多
少
昨
減
し
て
い
る
が
色
料 

白川
 

て

{
イ 

(
年
九
月
に
委
細
を
吟
味
の

F

J:
l
I
H

4

f-
h
f j

j
u

-

!
f

J

L

d

t 

縦

一
二 

h

こ
の
絵
図
は
、
胤
山
山
本
に
代
々
伝
わ
る
も
の
で
友
永 

グ

併

偽 

L
P
J
h

ιノ
列
リ 

ゾモ

L
許可、、 

3r十九

最
今
野 

う
え
古
き
上
げ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
西
財

一
七

八
年 

時
代
中
間

の
も
の
で
、
当
時
の
大
塚
村
信
の
状
況
を
伺
い
知
る
こ
と
が

で
き
る
社
民
な
絵
図
で
あ

。づ。

御

朱

印

状

写

高
萩
区
に
あ
る
御
朱
印
状
と
は
、
武
田
信
玄
公
下
付
の
も
の
と
、
徳
川
家
康
公
下
付

の
九
一
色
商
売
の

一
章
、
亡
、
徳
川
公
が
九
一
色
衆
と
称
す
る
十
七
騎
に
く
だ
さ
れ
た
都

合
三
章
と
に
、
こ
の
三
章
の
預
り
証
の
都
合
四
枚
か
ら
な
っ
て
い
る
。

武
田
の
時
代
九
一
色
郷
民
は
山
村
な
る
に
よ
っ
て
納
税
を
し
な
い
御
伝
馬
役
を
仰
せ

つ
か
っ
た
。
信
玄
の
時
代
と
な
り
隣
接
の
諸
国
に
遠
征
が
し
げ
く
な
る
に
つ
れ
、
御
伝

馬
役
の
九
一
色
郷
民
は
常
に
馬
を
も
っ
て
兵
拍
線
の
確
保
に
当
た
っ
て
い
た
こ
と
が
実

に
苦
痛
で
あ
っ
た
。

天
正
五
年
正
月
早
々
、
駿
河
の
今
川
家
の
家
臣
久
島
弥
太
郎
が
小
曲
村
で
事
を
構
、
え


た
の
で
、
命
に
よ
っ
て
高
萩
の
地
頭
内
藤
肥
前
守
が
九

一
色
の
郷
民
を
召
し
集
め
、
正


月
二
日
桜
峠
に
出
陣
、
弥
太
郎
こ
れ
に
恐
れ
を
な
し
逃
げ
る
と
こ
ろ
を
追
撃
、
翌
三
日


富
竹
河
原
に
追
い
詰
め
高
萩
村
の
渡
辺
甚
右
衛
門
こ
れ
を
打
ち
取
っ
た
の
で
信
玄
の
御

感
不
斜
な
ら
ず
、
翌
二
月
二
十
日
高
萩
村
高
(
光
)
源
院
へ
御
入
り
遊
ば
さ
れ
、
御
褒

美
と
し
て
な
ん
な
り
と
も
望
む
も
の
を
と
の
こ
と
に
、
先
年
御
下
し
置
か
れ
候
無
納
の

御
墨
付
を
差
し
上
げ
奉
り
、
百
姓
相
続
出
来
る
よ
う
に
御
願
い
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、

引
き
替
え
に
ぷ
役
御
免
許
の
御
朱
印
を
頂
戴
仕
る
と
、
す
な
わ
ち
武
旧
家
の
御
朱
印
で

あ
る
。 

O

μ
H

l
i 

< 

徳川家の御朱印
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武田家の御朱印

次
は
天
正
十
年
三
月
武
田
家
滅
亡
に
よ
り
、
徳
川
家
康
は
甲
州
治
定
の
た
め
二
回
目

の
入
国
を
、
同
年
六
月
九
日
駿
川
根
原
村
よ
り
本
栖
、
精
進
と
来
た
が
、
大
風
雨
の
た

め
精
進
に
帯
留
、
十
二
日
雨
も
漸
く
収
ま
っ
た
の
で
九

一
色
衆
十
七
騎
の
者
ど
も
百
姓

を
督
励
し
て
橋
や
道
路
を
修
復
し
、
わ
ず
か
二
皇
の
山
坂
を
漸
く
昼
頃
古
関
村
の
吉
祥

寺
で
昼
食
を
と
り
、
阿
難
坂
を
越
え
夕
暮
れ
に
上
曽
根
竜
華
院
に
お
泊
ま
り
に
な

っ
た
。

こ
の
時
の
労
を
賞
し
て
御
褒
美
と
し
て
、
な
ん
な
り
と
も
所
望
せ
よ
と
の
お
う
せ
に
、

実
は
信
玄
公
よ
り
下
し
お
か
れ
た
御
朱
印
を
御
覧
に
入
れ
た
と
こ
ろ
「
諸
商
売
役
免
許
」

の
御
朱
印
を
下
し
置
か
れ
あ
り
難
く
云
々
、
と

そ
の
後
こ
の
朱
印
に
つ
い
て
は
、
本
栖
の
地
頭
渡
辺
囚
獄
佐
(
ひ
と
や
の
す
け
)
の
申

す
に
、
「
こ
の
御
朱
印
は
民
家
に
預
け
置
く
は
恐
れ
多
い
故
、
我
等
方
に
預
け
置
く
よ

う
に
」
と
の
こ
と
で
、
寛
永
十
八
年
囚
獄
佐
に
預
け
そ
の
代
償
と
し
て

「諸
商
売
役
免

許
」
の
鑑
札
を
渡
し
た
の
は
天
和
二
年 

(天
正
十
年
を
去
る
百
年
後
)
代
官
平
岡
治
郎

右
衛
門
が
赴
任
し
て
か
ら
で
あ
る
。

次
に
右
御
朱
印
は
民
間
に
お
い
て
恐
れ
多
い
と
い
う
の
で
、
地
頭
渡
辺
囚
獄
佐
が
預

っ
た
が
、
囚
獄
佐
が
の
ち
に
江
戸
に
転
勤
し
て
持
ち
去

っ
た
の
で
、
九
一
郷
の
代
表
者

が
下
げ
渡
し
を
陳
情
に
行

っ
た
が
下
げ
渡
さ
れ
ず
、
か
、
え

っ
て
没
収
さ
れ
た
形
と
な
り
、

そ
の
預
り
証
が
交
付
さ
れ
た
そ
の
写
し
と
と
も
に
高
萩
の
宝
蔵
に
在

っ
た
も
の
を
、
明

治
三
十
八
年
こ
こ
に
役
場
を
移
す
時
、
高
萩
区
が
接
収
し
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
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考 古 資 料

八ノ宮遣自の硯

八
ノ
宮
遺
品
の
硯

八
ノ
{呂
の
遺
品
に
は
、
脇
白
山
、
茶
腕
、
川
県 

器
、
硯
、
等
数
多
い
品
が
残
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も
町
指
定
の
硯
は
、
硯
の
海
の
向、つ
に
唐
犬
が
浮
き
ぼ
り
に
彫
刻
し
て
あ
り

硯
全
体
が
巻
も
の
の
よ
う
な
そ
り
を
も

っ
て
お
り
、
色
は
幾
分
茶
渇
色
を
帯
び
て
い
る

考

歌
舞
伎
文
化
八
ム
圏
内
の
民
族
資
料
館
が
あ
る
。

こ
こ
に
収
め
ら
れ
て
い
る
資
料
は
縄
文
、
弥
生
、
古
墳
の
各
時
代
の
も
の
で
、
こ
れ

ら
の
時
代
の
生
活
文
化
の
あ
と
を
示
す
土
器
や
石
器
、
古
墳
の
副
葬
品
が
集
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
と
に
弥
生
か
ら
土
師
器
の
資
料
は
系
統
的
に
豊
富
に
集
ま

っ
て
い
る
。

狩
猟
時
代
か
ら
原
始
農
耕
時
代
へ
と
、
古
代
文
化
の
中
心
地
を
な
し
た
大
塚
地
区
を


物
語
る
豊
富
な
資
料
館
で
あ
る
。


石
器
類
は
石
斧
(
打
製
磨
製
)
石
皿
、

凹
石
、
石
棒
、
石
匙
、
石
織
、
多
凹
石
な

ど
で
あ
る
。
ま
た
土
器
に
つ
い
て
は
縄
文
期
の
加
曲
目
利 

式
土
器
の
は
ほ
完
全
な
も
の

を
始
め
と
し
て
、
主
と
し
て
中
期
、
後
期
の
破
片
を
多
数
収
め
て
い
る
。
弥
生
時
代
の

土
器
は
完
全
な
も
の
が
多
く
、
初
期
、
中
期
、
後
期
の
も
の
が
数
十
点
収
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
土
師
器
、
須
恵
器
も
完
全
な
形
で
、
数
占
…
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、

抗
生
住
居
跡
出
土
の
炭
化
米
や
、
古
墳
よ
り
出
土
の
副
葬
品
で
あ
る
直
刀
、
馬
具
な
ど
、

特
筆
す
べ

き
も
の
が
あ
る
。 

古

資

料
f

E
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内藤肥前守の墓

内
藤
肥
前
守
の
墓

内
藤
家
は
代
々
武
田
家
に
仕
え
、
肥
前
守
の
父
は
俗
称
外
記
、
先
に
昌
資
に
作
る
、

武
田
信
虎
公
よ
り

一
字
を
拝
領
し
て
相
模
守
虎
資
と
い
う
。
虎
資
の
男
内
藤
肥
前
守
雅

明
武
田
家
よ
り
九
一
色
の
守
護
を
任
ぜ
ら
れ
高
萩
に
住
す
。
現
在
地
頭
屋
敷
残
る
、
法

号
は
自
観
院
性
室
宗
見
居
士
、
弘
治
四
年
九
月
朔
日
卒
去

肥
前
守
に
三
男
五
女
あ
り

男
内
藤
孫
三
郎
雅
綱
肥
前
守
を
襲
名
光
源
院
開
基

内
藤
織
部
正
昌
行
後
幕
府
に
仕
へ
三
百
石
扶
持

内
藤
孫
五
郎
義
昌
生
村
に
住
居

女

武

田

信

虎

妾

一

男

三
女
あ
り
内
藤

服
と
い
う

武
田
六
郎
信
基
室
夫
折

穴
山
伊
豆
信
友
室

梅
雪
の
母
也

称
津
美
濃
守
元
直
室
宮
内
信
政
ノ
母

内
藤
修
理
亮
昌
豊
室

一 18 



伊勢塚古墳

工モン塚古演

伊

勢

塚

古

墳

三
珠
町
大
塚
、
北
原
古
墳
群
中
の

一
基
で
、
大
塚
地
区
の
古
墳
群
中
も
っ
と
も
よ
く

原
型
を
残
し
て
、
一
般
か
ら
も
親
し
ま
れ
て
い
る
の
が
こ
の
伊
勢
塚
で
あ
る
。
基
底
は

径
三
六
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
八
メ
ー
ト
ル
、
頂
占
'
の
径
一

四
メ
ト
ル
で
あ
る
。
頂
点
に

は
伊
勢
大
神
を
洞
る
石
間
が
あ
り
塚
の
名
称
の
由
来
と
な

っ
て
い
る
。
封
土
上
に
は
数

本
の
大
木
が
あ

っ
た
が
す
べ
て
伐
採
さ
れ
、
今
は
草
地
と
な

っ
て
い
る
。

一
説
に
は
江
戸
末
期
に
発
掘
を
試
み
た
が
崇
り
を
恐
れ
て
原
形
に
復
し
石
間
を
建

立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

エ
モ
ン
塚
古
墳

三
珠
町
大
塚
、
道
林
古
墳
群
の
内
の

一
基
で
、
道
林
部
落
の
南
方
丘
上
に
あ
っ
て
、

北
側
に
押
出
川
の
渓
流
が
あ
り
、
自
然
の
地
形
を
利
用
し
た
前
方
後
円
墳
で
あ
る
。

墳
丘
は
松
林
と
な

っ
て
お
り
稲
荷
の
小
石
桐
が
あ
る
。
昭
和
初
期
の
土
木
工
事
に
よ

り
、
前
方
部
は
す
べ
て
失
わ
れ
た
模
様
で
あ
る
。
主
軸
の
方
向
は
東
西
と
推
定
さ
丸
、

封
土
を
切
り
取

っ
た
高
さ
は
約
七
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
で
、
こ
の
部
分
よ
り
大
形
の

「
か

め
」
を
発
掘
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

道
林
古
墳
群
中
、
封
土
を
残
す
唯
一
の
古
墳
で
あ
る
。

エ
モ
ン
塚
の
名
称
は
近
く
に

一
条
林
が
あ
り
武
田
の

一
族、

一
条
右
衛
門
大
夫
信
竜
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
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狐 塚

住

狐

塚

居 跡

三
珠
町
大
塚
、
回
見
堂
及
鳥
居
原
古
墳
群 

(上
ノ
原
)
の
北
端
に
あ
る
円
墳
で
、
明

治
二
十
六
、
七
年
ご
ろ
発
掘
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
発
見
さ
れ
た
遺
物
が
わ
が
国
考
古

学
界
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
た
た
め
、
早
く
よ
り
学
界
の
注
目
を
受
け
た
。

現
存
す
る
部
分
は
径

一
八
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
草
地
と
な
っ
て
い
る
。

伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
竪
穴
式
の
石
主
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
付
近
に
積
み
重
ね

て
あ
る
材
石
に
赤
色
の
粉
末
が
塗
つ
で
あ
る
の
が
わ
か
る
。

出
土
し
た
副
葬
品
は
、
鏡
二
面
、
直
万
三
口
、
剣
一

口
、
銅
鈴
一
個
、
滑
石
臼
玉
一

個
、
須
恵
器
若
干
、
そ
の
他
と
な
っ
て
い
る
。
鏡
二
面
の
中
の
一
つ
は
内
行
花
文
鏡
で
、

い
ま

一
つ

は
四
神
四
獣
鏡
で
直
径

一
一
了
五
セ
ン
チ
、
鏡
面
の
反
り

0
・
四
セ
ン
チ
、

銭
面
は
半
円
方
角
帯
の
方
形
内
に
各

一
字
を
造
出
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
で

は
「
吉
」
の
二
字
だ
け
が
判
読
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
銘
帯
の
全
文
も
不
明
だ
が

「
赤
烏
一花
年
五
月
廿
五
日
し
の
九
字
は
は
っ
き
り
と
わ
か
る
。 

(赤
烏
は
呉
の
大
帝
の

年
号
・
西
暦
二
三
八 
)本
邦
発
見
の
記
年
在
銘
鏡
中
も
っ
と
も
古
い
も
の
に
属
す
る
。 

竪
穴
式
敷
石
住
居
跡

三
珠
町
大
塚
北
区
薬
袋
泰
光
氏
の
屋
敷
続
き
の
西
側
、

東
南
に
面
す
る
傾
斜
地
の
畑

地
に
、
縄
文
時
代
中
期
の
敷
石
住
居
跡
が
あ
る
。

こ
の
地
は
北
原
古
墳
群
の

一
角
で
あ
り
、
付
近

一
帯
は
縄
文
、
弥
生
古
墳
へ
続
く
遺

跡
の
複
合
地
帯
で
あ
る
。

こ
の
住
居
跡
の
発
見
は
昭
和
四
年
四
月
で
あ
り
、
竪
穴
に
は
板
状
の
石
が
敷
き
つ
め

ら
れ
床
を
閲
め
て
い
る
。
し
か
も
屋
内
に
は
二
つ
の
炉
が
築
か
れ
て
い
る
め
ず
ら
し
い

も
の
で
あ
る
。
ま
た
入
口
に
近
い
所
(屋
内
)
に
石
棒
(
信
仰
の
対
象 
)
が
立
て
て
あ
る
。

出
土
日
間
と
し
て
は
、
縄
文
中
期
の
土
器
片
、
石
斧
(
打
製
磨
製
)
た
た
き
石
等
で
あ
っ
た
。
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一、

条

氏

塁

跡

一
条
信
龍
の
こ
と
、
一
条
信
龍
は
武
田
信
虎
の
八
男
、
信
玄
と
は
異
母
兄
弟
で
「
甲

陽
軍
鑑
」
に
、
叩
斐
源
氏
の
一
門
の
名
族
一
条
氏
の
名
跡
を
継
さ
、
旧
一
条
の
庄
(
甲

府
市
東
南
部
)
を
支
配
、
信
玄
の
代
騎
馬
白
騎
を
預
る
侍
大
将
と
し
て
活
躍
、
永
禄
十
年

(
一
五
六
七 
)
以
降
印
軍
の
副
将
格
で
信
玄
を
補
佐
、
エ
ハ
正
十
年
(
一
五
八
二 
)
年
三

月
武
田
滅
亡
の
直
前
、
上
野
城
に
た
て
こ
も
り
、
駿
河
路
か
ら
侵
入
す
る
徳
川
家
康
と

戦
っ
た
が
、
子
の
信
就
と
と
も
に
戦
死
し
た
も
の
と
伝
、
手
勺
れ
て
い
る
。
峡
南
を
支
配

し
て
い
た
穴
山
信
君
が
、
家
康
の
軍
門
に
降
っ
た
だ
け
に
、
甲
州
の
防
波
堤
と
な
っ
て

守
ろ
う
と 

た
わ
け
だ
が
、
「
軍
鑑
」
は
信
龍
に
つ
い
て

「伊
達
者
に
し
て
花
麗
を
好

む
性
格
な
り
」
と
記
し
、
信
龍
い
か
文
武
両
道
に
秀
て
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

一一、

一
条
氏
塁
跡、

三
珠
町
上
野
に
あ
り
、
信
玄
の
弟
一
条
右
衛
門
大
夫
信
龍
の
城
地

で
あ

っ
た
。

別
に
上
野
城
と
も
円
ぷ
。
外
壁
は
二
級
三
級
の
自
然
の
地
形
を
な
し
、
南

方
は
山
に
寄
っ
て
民
家
が
点
在
、
北
は
絶
岸
、
西
は
ゆ
る
や
か
な
丘
陵
に
続
く
、
本
丸

の
間
以
上
に
牛
頭
天
王
を
祭
る
。
馬
場
、
門
前
、
物
見
塚
等
の
地
名
も
残
り
、
お
年
寄
り

L

は

二

条
林
」
と
愛
称
し
て
い
る
。
古
府
中
塔
岩
に

一
条
氏
の
館
が
あ
っ
た
。 

富

天
正
十
年
=
一
月
、
武
田
氏
攻
略
の
た
め
駿
河
の
国
よ
り
富
士
川
沿
い
に
徳
川
家
康
が

< 
入
国。

表
門
神
社
を
本
陣
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
御
朱
印
が
下
さ
れ
、
代
々
の
将

市
か
ら
も
御
朱
印
川
山
政
、
川
林
府
保
浅 
-卜
に
社
頭
一
の
修
復
を
行

っ
て
来
た
か
、
幕
府
も
時

白
日
目

に
は
介
所
の
不
如
立
も
あ
っ
て
中
々
修
復
金
の
下
げ
ら
れ
な
い
時
も
あ
っ
た
。

特
に
文
政
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
財
政
も
ひ

っ
迫
し
修
復
金
も
峨
ら
れ
る
始
末
に
、
別

当
内
謄
は
そ
の
こ
ろ
関
西
で
流
行
し
始
め
た
富
く
じ
に
よ

っ
て
修
復
を
と
思
い
立
ち
、

当
社
奉
行
ゴ
井
大
炊
耐
に
願
い
出
て
た
と
こ
ろ
、
文
政
十
二
年
十

一
月
二
十
七
日
御
流

可
を
い

た
だ
い
た
。

一条氏塁跡

じ 

く

じ
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太 々 神 楽

上
野
や
市
川
辺
で
は
「
く
じ
し
も
あ
ま
り
多
く
売
れ
な
い
の
で
、

甲
府
山
田
町
、

斐
奈
神
社
を
借
り
て
三
ヵ
年
間
に
わ
た

っ
て
興
行
し
た
。

年
数
度
三
ヵ
年
に
わ
た

っ
て
の
興
業
だ
っ
た
が
、
文
書
に
よ
る
と
思
わ
し
い
成
績
も

今
の
宝
く
じ
の
前
身

J

発
売
さ
れ
た
こ
と
に
意
義
が
あ
ろ
う
。

上
ら
ず
、

「よ
っ
て
拠
な
い
場
所
の
み
修
復
仕
置
候 

と
あ
り
、
そ
の
時
使
用
し
た
富

く
じ
の
箱
が
あ
り
、
中
に
は
板
札
、
突
槍
等

一
切
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

甲
州
て
富
く
じ
を
興
行
し
た
の
は
他
に
も
う
一
ヵ
所
あ
る
と
い
う
。
以
上
に
よ

っ
て

昌
く
じ
」
が
文
政 

(
一
八
一
八 
1
一
八
二
九 
)
の
こ
ろ
町
内
で

表
門
神
社
の
太
々
神
楽

社
伝
に
よ
る
と
、
太
々
神
楽
の
は
じ
ま
り
を
鎮
座
以
来
と
し
、
特
に
後
世
、
甲
斐
守

に
任
じ
平
塩
岡
に
館
居
し
た
逸
見
冠
者
源
義
清
が
鎮
守
と
し
て
崇
敬
し
、
館
中
に
神
輿

を
迎
、
ぇ
、
神
楽
を
奏
し
て
御
台
所
祭
を
行

っ
て
以
来
、
毎
歳
か
な
ら
ず
こ
れ
を
行
い
社

威
を
隆
盛
に
赴
か
せ
た
い
と
い
い
、

甲
州
で
も
っ
と
も
古
い
神
様
で
あ
る
と
称
さ
れ
て

お
り
、
ま
た
義
清
の
第
三
子
清
房
は
、
市
川
氏
の
始
祖
と
な
り
、
代
々
こ
の
神
社
に
仕

え
、
現
宮
司
市
川
行
房
氏
は
そ
の
後
育
で
あ
る
と
い
う
。
始
祖
清
房
は
源
頼
朝
に
愛
さ
れ
、

し
ば
し
ば
鎌
倉
と
の
聞
を
往
来
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
太
々
神
楽
に
鎌
倉
風
の
影
響
が

あ
る
と
い
い
、
さ
ら
に
永
保
中
、
白
河
天
皇
の
勅
願
所
と
な
っ
た
関
係
か
ら
京
都
と
も

往
来
、
自
ら
京
風
の
影
響
も
、つ
け
て
い
る
と
も
説
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
舞
は
岩
戸
聞

き
を
中
心
に
し
た
神
話
を
仕
組
ん
だ
い
わ
ゆ
る
岩
戸
神
楽
で
あ
っ
て
、
か
つ
て
二
十
四

座
に
及
ん
だ
も
の
が
い
ま
は
そ
れ
が
集
合
さ
れ
て
十
三
座
を
か
ぞ
え
る
だ
け
で
あ
る
。

北
目
は
年
中
祭
礼
七
十
五
度
、
そ
の
う
ち
二
月
初
の
酉
の
日
十
一
月
初
の
酉
の
日
を
い


ま
も
大
神
事
と
し
て
い
る
。


そ
れ
は
、
義
清
が
は
じ
め
て
館
中
に
神
輿
を
迎
え
、
神
楽
を
奏
し
た
の
が
酉
の
日
で

あ
っ
た
こ
と
に
も
と
づ
く
も
の
と
伝
え
ら
れ
、
ま
た
四
月
三
日
の
祭
礼
に
は
神
輿
が
芦

川
を
渡
渉
し
て
市
川
大
門
町
御
崎
明
神
の
御
旅
所
へ
神
幸
す
る
が
、
こ
れ
に
は
神
楽
衆

が
供
奉
し
、
同
所
拝
殿
で
神
楽
を
奏
す
る
こ
と
は
い
ま
も
行
わ
れ
て
い
る
。

L

甲
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太 々 神 楽

神
楽
の
舞
人
は
も
と
砂
田
大
隅
は
じ
め
社
家
神
人
に
よ

っ
て
行
わ
れ
、
世
々
こ
れ
が

承
継
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
明
治
維
新
後
、
そ
の
退
転
し
て
の
ち
は
氏
子
が
か

わ
り
、
舞
人
と
な
る
条
件
と
し
て
は
、
各
戸
長
男
に
限
る
と
さ
れ
、
い
ま
も
別
火
潔
斎

し
て
奉
任
す
る
こ
と
は
か
わ
ら
な
い
。

神
楽
に
は
、
強
弱
緩
急
に
よ
る
誇
張
し
た
表
現
は
な
い
が
、
抑
揚
悠
々
、
典
雅
な
奏

楽
の
ま
に
ま
に
そ
れ
ぞ
れ
の
衣
裳
と
面
を
つ
け
、
一
切
無
言
、
鈴
並
に
各
種
の
取
物
を

以
っ
て
手
娠
、
身
振
に
よ
っ
て
神
に
奉
任
す
る
真
心
を
以
っ
て
優
雅
、
荘
重
に
演
舞
し

時
に
勇
壮
澗
達
な
も
の
も
あ
り
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
段
物
と
し
て
譜
譲
、
瓢
逸
の
も
の
も

糸
川
ヲ
令
。

奏
楽
は
七
種
類
を
数
、
ぇ
、
主
と
し
て
太
鼓
、
編
太
鼓
、
笛
を
用
い
、
面
の
現
存
す
る

も
の
二
十
四
種
類
に
及
ぶ
が
、
そ
れ
に
伴
う
舞
技
、
奏
楽
の
全
部
を
伝
、
え
る
も
の
な
く

現
今
は
そ
の
三
分
の
二
を
演
ず
に
す
ぎ
な
い
。

-

舞

の

梅

成

一
、

扇

の

舞

二

、

創

の

舞

三
、
国
固
の
舞

四
、
大
海
原
蛭
子
の
舞

五
、
御
崎
の
舞

五
、
天
の
岩
戸
の
舞

七
、
大
蛇
退
治
の
舞

十十十十
四三二一十九八  

弓

の

舞

祝
詞
の
舞

奉
剣
鍛
造
の
舞

酒
宴
の
舞

国
乱
れ
の
舞

懲
魔
の
舞

終
演
の
舞
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大塚邑水路新造碑および代宮中井清太夫生詞

石 洞

面司生

大
塚
邑
水
路
新
造
碑
お
よ
び

代
官
中
井
清
太
夫
生
嗣

日
か
ら
大
塚
河
原
は
大
間
の
降
る
た
び
、
笛
吹
川
の
水
位
が
上
が
り
、
悪
水
路
の
水

は
逆
行
し
て
田
圃
は
水
没
す
る
と
い
う
必
き
目
を
み
て
き
た
。
こ
の
た
め
甲
府
代
行
と

し
て
着
任
し
た
中
井
山
太
夫
に
お
願
い
し
、

今
大
明
六
年
か
ら
天
明
七
年
春
に
か
け
て
悪

水
路
の
大
改
修
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
た
め
村
の
指
導
者
ら
に
よ
り
甲
府
代
官
退
任
後
の

寛
政
九
年
に
建
仰
さ
れ
た
。

一七耐
ら
は
吉
岡
さ

一
凹
七 

れ
と
も
)

正
面
三
五

仰
、
奥
行
三
二 

の
角
柱
で
上
部

が
欠
孫
し
て

い
る
。
又
生
耐
は
寸
刊
さ
一 

、
正
由
四
八
・
五
問
、
奥
行
七
五
仰
で

m
(

O
O
m

m

ふめヴ 
hv
。

こ
の
伴
と
生
向
は
従
来
押
出
川
右
岸
の
七
年
の
上
の
排
水
渠
を
見
下
ろ
す
と
こ
ろ
に

建
て
ら
れ
て
い
た
か
、
現
在
は
県
営
大
塚
排
水
機
場
の
北
隅
に
移
さ
れ
て
あ
り

「
お
水

神
さ
ん
」
と
し
て
現
在
も
な
お
地
域
住
民
に
杷
ら
れ
て
い
る
。 
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大

ケ

ヤ

キ

大 ケ ヤ キ

樹
齢
不
詳

根
本
周
囲
八

八
メ
ー
ト
ル

目
通
り
凹

八
メ
ー
ト
ル

樹
高
二 

メ
ー
ト
ル

樹
盛
は
旺
盛
で
あ
る
。

巨
木
、
古
木
に
し
て
、
古
く
よ
り
「
皿
吊
る
し
の
俸
」
と
し
て
地
域
住
民
に
親
し
ま

れ
て
き
た
。

地
域
住
民
の
方
の
話
に
よ
る
と
、
双
幹
の
巨
木
で
あ
っ
た
が
昭
和
二
十
二
年
頃
の
風

水
害
の
際
、
主
幹
の
片
方
が
根
本
近
く
で
折
れ
て
し
ま
っ
た
。

樹
齢
は
不
詳
で
あ
る
が
、
よ
く
風
水
害
に
耐
え
た
古
木
で
あ
る
。
そ
ば
に
新
羅
三
郎
義

光
を
杷
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
義
光
明
神
の
石
嗣
が
あ
る
。

石
洞
に
は
、

「
き
く
神
さ
ん
」
と
も
呼
ば
れ
る
が
、
「
き
く
」
と
い
う
語
か
ら
耳
の

神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
耳
の
悪
い
人
は
皿
に
穴
を
あ
け
て
、
そ
の
穴

に
縄
を
通
し
、
大
ケ
ヤ
キ
に
吊
し
て
耳
が
良
く
な
る
よ
う
祈
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
の
大
ケ
ヤ
キ
が
「
皿
吊
し
の
棒
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。 

O
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8 

9 

10 

11 

珠町文化財一覧表�  

VI~指定

No 種別 名 材、 所在地 所 在 者 指定年月日地図�  
番号� 

l 建造物 表門神社の石鳥居 上野2767 表 門 子中 杜 昭46.4.8 

2 天 炊

記念物�  
一瀬桑の親株 上野33 j頼益長 昭44.4.17 2 

3 ク
薬王寺のオハツキ
イチョウの�  I住株;� 上野199 薬 王 寺 平3.5.30 3 

4 ク 表門神社のコツブガヤ 上野2767 去 門 十中 社 平3.5.30 4 

5 史 跡、 大 塚 古� t貫 大塚 大 塚 区 平 9.4. 5 

6 考古資料 域古墳出土資料 大塚 一� 1朱 町 平 9.4. 6 

Pll 桁A
建造物 表門神社本殿 上野 表 門 神 社 昭44.4.17

一Y寸� 

2 ク 表門 神 社 神 楽 殿 上野 表 門 ネ中 社 ク� 8 I 

3 ク [薬王寺J八ノ宮御座所 上野199 薬 王 寺 ク� 

4 ク 光 勝寺の仁王門 上野4308 光 勝 寺 平2.10.22 

U戸 イシ 南付の 宝 陸 印 塔 上野4277 長� E日ヨ 平 3.3.5 11 

野熊野神社の狛犬五リ彰6 l 上野4277 官~ 神社 昭44.4.17 12 

ク7 千手観世音菩薩像 上野4308 光 勝 寺 平2.10.22 13 

不 動 明 王 (象 上野4308 光 勝 二子 ク� 

毘 沙門天王像 上野4308 光 勝 寺 ク� 15 I 

イシ

イン

上野1121 平 3.3.5 16十 神 ;/手 像 十単� E目ヨ 寺ク

上野1121 十単� E日ヨ :テ ク薬師瑠璃光如来像イシ

目 ク12 ク 日 光 菩 薩 f象 上野1121 干挙� Eヨ 寺 18 

上野1121薩月 光 {象 十単� E日ヨ 寺ク ク二生ニコl

14 絵 画 丈 ま朱 画� f象 上野792 市� JlI千子 民 昭44.4.17 20 

15 。 八ノ宮遺物の絵馬 上野199 薬 主 寺 21ク� 

ク ク16 絵 巻 物 上野185 土屋徳義�  l 22 

17 。 大 塚 十す 主主� l刻 大塚4295 塩 島博光 平 3.3.5 23 

27 -

14 

17 

13 19 



25 

24 

26 

珠町文化財一覧表�  
IIIJ指定

No 
種目Ij 名 材、� 所 在地 月J 在 者 指定年月.~型 

王田吉]18 書 辛苦 御 朱 fn 状 写 高萩 萩 区 昭44.4.17 21 

士七19 工 八ノ宮遺品の硯 上野199ヱエt 薬 王 寺 イシ� 

44 .4.24 26昭I回朱E一大塚キヰ資古考考古資料20 

21 史 跡 内藤肥前の守墓 高萩 内藤 賢 昭44 .4.17 27 

22 。 伊 勢 塚 古� 大塚 大 塚 区 昭44 .4.17 28 

ク23 エモ ン塚古墳 大塚 笠井金十郎 昭44 .4.24 29 

I責

イ〉 jJR 塚 古 墳 大塚上ノ原 塩島甚五左衛門 昭51.6.19 30 

25 。 竪穴式敷石住居跡 大塚 kノ原 薬 袋 泰 光 昭44.4.24 31 

イ〉 珂ろとミ 氏 塁 跡 上野 蹴裂神社 昭51.6.19 3乙� 

大場邑水路新道碑夫およ27 。
ぴ代官中井清太生嗣 大塚1061-8 一一� 王朱 間I 昭62.3.31 33 

28 民族資料 富 く じ 上野792 市川 行房 昭44 .4.17 34 

29 生正 形 表門神社の太々神楽 上野2767 表門 神 杜 昭44 .4.17 35 

天 扶
30 記念物 大 ウ ヤ キ 上野2327 珠 町 平 9. l.27 36 

- 28-
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